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営業概況　（平成27年4月1日〜平成27年9月30日）

連結営業の概況ごあいさつ

　当第2四半期におけるわが国経済は、企業収益や雇用関連
指標において改善が見られるなど緩やかな回復基調で推移
しました。
　医療機器業界においては、平成26年度診療報酬改定で、
高齢化社会のニーズに対応した医療提供体制の構築を実現
するため、医療機関の機能分化・強化と連携、在宅医療の
充実等への取り組みなどが重点課題として推進される内容
となり、医療機関においては引き続き質の高い効率的な

　株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り厚く御礼
申し上げます。ここに第69期（平成27年4月1日から
平成28年3月31日まで）の中間報告書をお届けするに
あたり謹んでご挨拶申し上げます。
　昨今、医療機器の開発ならびに普及の促進そして医療
機器産業振興に関連する各種の行政施策が推進されており
ます。それは一つには健康長寿社会の形成に向けて、医療・
福祉分野における医療機器の果たす役割、重要性が高まった
ことにあると存じます。
　当社は心電計をはじめ呼吸・循環器系を中心とする医療
機器の製造・販売を通して人々の健康と地域医療に貢献
してまいりました。これからもわが国の健康・医療政策に
しっかり呼応し、日本発の医療技術創出に向けてイノベー
ションを加速してまいります。　
　また、少子高齢化の進展や社会情勢の変動に合わせ、
医療機器も従来の病気の診断・治療ばかりでなく、

医療の提供が求められております。
　このような経済状況のもと、当社グループの当第2四半期
連結売上高は530億50百万円（前年同期比10.8％増）と
なりました。営業利益は45億63百万円（前年同期比0.6％増）、
経常利益は48億96百万円（前年同期比0.9％減）となり
ました。親会社株主に帰属する四半期純利益は34億91百万円
（前年同期比19.5％増）となりました。

健康維持・向上やQOL（quality of life）充実への役割も
大きくなっております。こうした「支える医療」という在宅
医療分野においても当社は信頼を頂戴しております。
　このような環境のもと「安全・安心・快適」をコーポレート
スローガンのキーワードとして掲げ、品質管理・安全管理
体制を充実させ、先進で人に優しい製品の開発とサービス
の向上に努め「お客様第一主義」を実践しております。
このことが企業価値を向上させる基本の行動であると確信
するからでございます。76年の歴史を礎に創業の原点は
失わず、時代のニーズに適切に対応した経営で社会からの
信頼と共感を賜わりながら「百年企業」への針路を確立
してまいります。
　株主の皆様におかれましては、何卒ご理解と変わらぬ
ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

120,000

100,000

68期65期 66期 67期

（百万円）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000

0

18

15

12

9

6

3

68期65期 66期 67期

（百万円） （％）

0

20,000

40,000

80,000

60,000

100,000

120,000

60

90

85

80

75

70

65

68期 69期
（中間）

65期 66期 67期

（百万円）

自己資本　　　総資産
自己資本比率

（％）

0

100

200

400

300

600

500

68期 69期65期 66期 67期

（円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

12

9

6

3

68期 69期65期 66期 67期

（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益
親会社株主に帰属する当期純利益率

（％）

0

2,000

4,000

8,000

6,000

10,000

12,000

0

18

15

12

9

6

3

68期69期 69期 69期65期 66期 67期

（百万円） （％）

営業利益
営業利益率

経常利益
経常利益率

47,874

●売上高

42,634 44,695

9,192
10,251

4,535

●営業利益/営業利益率

4,167 4,45647,276

92,524 96,239
107,574

5,183

88,991

124,582

107,025
114,643

120,730

●総資産/自己資本/自己資本比率

77,846 82,086 81,736

●EPS（1株当たり当期純利益）

7,1197,119

5,266

6,470

2,9222,922

●親会社株主に帰属する当期純利益/親会社株主に帰属する当期純利益率

2,613 2,688
3,347

11,371

9,423
10,447

12,023

4,940

●経常利益/経常利益率

4,391 4,462
5,286

中
間

通
期

中
間

通
期

中
間

通
期

中
間

通
期

11,811

10,303108,269

53,05053,050
4,5634,563

12,000
(見込)
12,000
(見込)

4,8964,896

12,000
(見込)
12,000
(見込)109,000

(見込)
109,000
(見込)

7,559 7,380
(見込)
7,380
(見込)

3,4913,491

90,876

122,642

9.9 10.7 11.0
9.5

72.7 71.6

67.7

71.471.4

311.84

415.99

516.89 512.10

5.7
6.7 7.0 6.66.6

10.2 10.9 11.2 10.5
11.0
（見込）
11.0
（見込）

11.0
（見込）
11.0
（見込）

6.8
（見込）
6.8

（見込）
74.174.1

506.29
（見込）

21



連結貸借対照表の概要

連結損益計算書内訳

連結キャッシュ･フローの概要

部門別概況　（平成27年4月1日〜平成27年9月30日）

通期の見通し

連結財務諸表

株主様への利益還元について
　当社は株主の皆様への利益還元を経営の重要
施策として位置づけ、必要な内部留保を保ち
つつ安定的かつ継続的に成果配分することを
基本方針としております。
　当期の中間配当は1株につき普通配当40円に
特別配当20円を加え60円とさせていただき
ました。

　企業業績や雇用環境が緩やかな回復傾向にあり、個人消費の拡大が期待されて
おりますが、海外においては中国経済の成長鈍化等の下振れ要因が強まり、
先行きの不透明感が増しております。
　このような環境のもと、フクダグループは、地域医療を支える医療機関の
ニーズにお応えするため、一層の社会的使命感を持ち、医療への貢献に向け
弛まぬ努力を続けてまいります。
　尚、平成27年5月15日に発表いたしました通期業績予想からの変更は
ございません。
　通期業績予想は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

1株当たりの
中間配当金

60円
普通配当：40円　
特別配当：�20円

0

150,000

100,000

50,000

（百万円）

前　期
平成27年3月31日現在

当第2四半期
平成27年9月30日現在

投資
その他の資産
24,701

有形固定資産
24,096

無形
固定資産
2,551

無形
固定資産
2,551

流動資産
73,232

流動負債
33,493

固定負債
2,097
固定負債
2,097

純資産
88,991

総資産
124,582

投資
その他の資産
24,451

有形固定資産
24,756

流動資産
71,032

流動負債
29,615

純資産
90,876

総資産
122,642

無形
固定資産
2,402

無形
固定資産
2,402

固定負債
2,150
固定負債
2,150

0

30,000

20,000

10,000

（百万円）

当第2四半期
平成27年4月1日～平成27年9月30日

現金及び
現金同等物の
期首残高
24,189

投資活動による
キャッシュ・フロー
△2,972

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,414

現金及び
現金同等物の
期末残高
24,320

現金及び
現金同等物に係る
換算差額
△23

営業活動による
キャッシュ・フロー

4,540
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12,186
15,371

68期
0
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心電計関連、血圧脈波検査装置、
血球カウンターの売上が伸張
しました。

記録紙、ディスポーザブル電極や
各部門の器械装置に使用する
消耗品や修理、保守を含みます。

生体検査装置部門 消耗品等部門

（単位：百万円）

通期

（単位：百万円）

0

10,000

20,000

30,000

50,000

40,000
39,909

69期中間67期
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42,201

20,795 22,029
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在宅医療向けレンタル事業、
ペースメーカの売上が伸張
しました。

治療装置部門

（単位：百万円）
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モニタの売上が減少しました。

生体情報モニター部門

（単位：百万円）

中間
通期
中間

通期
中間

通期
中間29.0％

売上高構成比 売上高構成比 売上高構成比 売上高構成比

7.0％ 41.5％
22.5％

3.2％減26.1％増
5.9％増 8.0％増

配当金の推移 ■ 中間　■ 期末
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売 上 高 1,090 億円 (前期比  0.7％増)

営 業 利 益 120 億円 (前期比16.5％増)

経 常 利 益 120 億円 (前期比  5.5％増)

親会社株主に帰属
する当期純利益 73.8 億円 (前期比  3.7％増)
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当第2四半期
平成27年4月1日～平成27年9月30日

前第2四半期
平成26年4月1日～平成26年9月30日

営業利益
4,563

経常利益
4,896

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
3,491

税金等調整前
四半期純利益
5,212

売上高
53,050

売上高
47,874

売上総利益
22,843

営業利益
4,535

経常利益
4,940

売上
総利益
23,673

売上原価
29,377

営業外損益
332

特別損益
316

法人税等
1,720

販売費及び
一般管理費
19,109

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
2,922

詳細な財務情報は当社ホームページ「株主・投資家向け情報」に掲載している決算短信をご利用ください。

http://www.fukuda.co.jp/ir/
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現代社会は動脈硬化の危険因子であふれています。

高血圧高血圧
約3,970万人1）約3,970万人1）

脂質異常症脂質異常症
約4,220万人2）約4,220万人2）

糖尿病糖尿病
約2,050万人3）約2,050万人3）

日本人の死因の25％は動脈硬化？！
動脈硬化が大きな
原因となる疾患2つを
合わせると、死因の
25％を占め、これは
ガンにも並びます。

平成26年  厚生労働省人口動態統計

脳血管疾患
9.0％

心疾患

15.5％

悪性新生物
28.9％

その他
46.6％

動脈硬化とは？
血管の弾力性が失われ、硬くなったり血管
壁にコレステロールなどがたまり、内径が
狭くなって血液の流れが悪くなった状態
を動脈硬化と
いいます。

この値が0.9を下回ると、動脈が詰まり気味で血流が悪く
なっている可能性があります。

心臓から足首までの動脈の硬さの程度を表す指標です。

　　 （エービーアイ）：

CAVI値が9.0以上で、動脈硬化の可能性があります。

　　  （キャビィ）： 

足関節上腕血圧比は

 足の動脈の詰まりの程度を表します。

動脈の詰まり

動脈の硬さ

血管の詰まりを計測（ABI値）

1.4ABI値 1.0 0.9

注意
範囲

注意
範囲

正常
範囲

詰まりの
疑い

特集 / 生活習慣病予防の重要性が高まる中、動脈硬化指標“　　 ”が
注目されています。

次ページにて
検査製品を
ご紹介します。

※1）2）平成18年国民健康栄養調査より　※3）平成24年国民健康栄養調査より

コレステロールなどが
たまって狭くなった血管
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血圧脈波検査装置

より使いやすく

心電図記録なしで
検査時間短縮

卓上でも使える
新しい設計

静電容量式タッチパネル
で操作がスムーズ

最大可動距離 200mm

高さ調整が可能 オプション追加による
機能アップ

カフと心音マイクだけでCAVI -AB I検査

が可能です。従来必要としていた心電図

記録が、解析技術の向上により不要となり、

より簡便になりました。

スマート
設計

VS-2000

医療機器認証番号：226ADBZX00226000
販   売   名：バセラ VS-2000シリーズ
管理医療機器　特定保守管理医療機器

自動血球計数ＣＲＰ測定装置
LC-767CRP

新製品紹介
デジタル脳波システム
コメットプラス

呼吸機能測定装置
フダック-7

●患者の表情を確認しや
すい「Face to Face」
測定
●SpO 2センサー採用、
測定中のSpO2とPR
を画面上に表示
●ガイダンス機能により
測 定・精 度 管 理 を
サポート

●感染症、炎症の早期
発見に有用

●全血吸引量18μLで
白血球 3分類を含む
血算18項目とCRP
定量を同時測定

●装置設置面積が従来
より約20％縮小

●10.2インチワイドディス
プレイ採用
●簡単操作メニューを搭載し、
より直観的な操作を実現
●ナースコールシステムとの
アラーム連携が可能

●忠実な波形再現技術でペーパー
レスの診断が容易
●ノイズの影響を受けにくい
アンプと、発汗に強い金電極と
溶けにくいペーストで安定した
波形が表現可能

●集中操作システムと専用キー、
自動音声、オートプログラムを
標準装備

医療機器認証番号：226ADBZX00206000
販売名：フダック-７（FUDAC-7）
管理医療機器　特定保守管理医療機器

医療機器認証番号：22700BZX00044000
販売名：ダイナスコープ 8000 シリーズ DS-8600
          システム
高度管理医療機器　特定保守管理医療機器

NEW
セントラルモニタ
DS-8600システム NEW

製造販売届出番号：26B3X00002230006
販売名：自動血球計数CRP測定装置 
          Microsemi LC-767CRP
一般医療機器　特定保守管理医療機器

医療機器認証番号：226ADBZX00198000
販売名：デジタル脳波システム コメットプラス
管理医療機器　特定保守管理医療機器

NEW NEW

※本製品は、MICROSEMI Corporationといかなる関係もありません。
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発行可能株式総数… ……………………78,000,000株
発行済株式の総数… ……………………19,588,000株
株主数… …………………………………………2,903名

株式の状況 大株主

所有者別分布状況（％は持株比率）

金融機関
22.05%

個人その他
17.56%

外国法人等
15.28%

自己名義株式
28.77%

その他の法人等
16.21%

証券会社
0.12%

株 主 名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

ア ト ミ ッ ク 産 業 株 式 会 社 2,244 16.08

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 752 5.40
みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 東京都民銀行口
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社 695 4.98

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 694 4.98

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 677 4.86

福 田 孝 太 郎 531 3.81

株 式 会 社 北 陸 銀 行 500 3.58
ビービーエイチ ハートランド バリュー 
フ ァ ン ド ア イ エ ヌ シ ー 316 2.27
ザ バ ン ク オ ブ ニ ュ ー ヨ ー ク 
メ ロ ン エ ス エ ー エ ヌ ブ イ 10 312 2.24

フ ク ダ 電 子 従 業 員 持 株 会 297 2.13

（注）‌�当社は自己株式を5,636千株保有しておりますが、上記大株主から
は除いております。

商 　 号 フクダ電子株式会社
設 　 立 昭和23年7月6日
資 本 金 46億2,160万円
事 業 内 容 医用電子機器の製造・販売及び輸出入

本店所在地 〒113-8483
東京都文京区本郷三丁目39番4号

主な取引銀行 株式会社東京都民銀行
株式会社みずほ銀行
株式会社三菱東京UFJ銀行
株式会社北陸銀行
株式会社七十七銀行
株式会社商工組合中央金庫
みずほ信託銀行株式会社

代表取締役会長 福　田　孝太郎

代表取締役社長 白　井　大治郎

専 務 取 締 役 坪 根　　 泉

取 締 役 白 川　　 修

取 締 役 福 田 修 一

社 外 取 締 役 杉 山 昌 明

常 勤 監 査 役 藤 原 潤 三

監 査 役 鈴 木　　 勇

社 外 監 査 役 芝　　 昭 彦

社 外 監 査 役 岡 野 照 久

会社の概況 取締役及び監査役（平成27年9月30日現在）フクダグループ
フクダグループ一丸となって、よりよい製品とサービスの提供に努めております。

フクダ電子北海道販売株式会社
フクダ電子北東北販売株式会社
フクダ電子南東北販売株式会社
フクダライフテック北海道株式会社
フクダライフテック北東北株式会社
フクダライフテック南東北株式会社

北海道・東北地区

フクダ電子北関東販売株式会社
フクダ電子西関東販売株式会社
フクダ電子南関東販売株式会社
フクダ電子東京販売株式会社
フクダ電子東京中央販売株式会社
フクダ電子東京西販売株式会社
フクダ電子神奈川販売株式会社
フクダライフテック関東株式会社
フクダライフテック常葉株式会社
フクダライフテック東京株式会社
フクダライフテック東京西株式会社
フクダライフテック横浜株式会社

関東地区

フクダ電子新潟販売株式会社
フクダ電子北陸販売株式会社
フクダ電子長野販売株式会社
フクダ電子中部販売株式会社
フクダ電子三岐販売株式会社
フクダライフテック北信越株式会社
フクダライフテック中部株式会社

北陸・中部・東海地区

フクダ電子岡山販売株式会社
フクダ電子広島販売株式会社
フクダ電子四国販売株式会社
フクダライフテック中国株式会社
フクダライフテック四国株式会社

中国・四国地区

フクダ電子京滋販売株式会社
フクダ電子近畿販売株式会社
フクダ電子南近畿販売株式会社
フクダ電子兵庫販売株式会社
フクダライフテック京滋株式会社
フクダライフテック関西株式会社
フクダライフテック南近畿株式会社
フクダライフテック兵庫株式会社

近畿地区

フクダライフテック株式会社
フクダ電子ファインテック仙台株式会社
株式会社フクダ物流センター
フクダ電子技術サービス株式会社
フクダメディカルソリューション株式会社
ブレステクノロジー株式会社
北京福田電子医療儀器有限公司
FUKUDA DENSHI USA,Inc. 
FUKUDA DENSHI Switzerland AG

その他グループ会社

フクダ電子西部北販売株式会社
フクダ電子西部南販売株式会社
フクダライフテック九州株式会社

九州・沖縄地区

●フクダ電子販売
本　社   24 社
営業所   52
出張所     4

●フクダライフテック
本　社   17 社
営業所   67
出張所   27
全　国 191 拠点
（平成27年9月30日現在）
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平成27年4月1日から平成27年9月30日まで

東京都文京区本郷3-39-4  TEL.（03）3815-2121㈹

医療機器のフクダ電子 検索検索

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催

基準日
定時株主総会	 毎年3月31日
期末配当	 毎年3月31日
中間配当	 毎年9月30日
そのほか取締役会の決議で定めた日

株主名簿管理人

事務取扱場所

郵便物送付／
電話お問い合わせ先

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

公告方法 当社ホームページに掲載する。（電子公告）
<http://www.fukuda.co.jp/>

上場証券取引所 東京証券取引所（JASDAQ市場）

お手続き
お問い合わせ先　 お取引のある証券会社

お手続き内容 住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

お手続き
お問い合わせ先

〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

各種お問い合わせ
及び郵便物送付先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

お手続き内容 住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

特別口座での
留意事項

①‌�特別口座では、株式の売却はできません。売却するには、証券会社にお取引の口座を開設し株式
の振替手続きを行う必要がございます。

②‌�株券電子化前に名義書換を失念してお手元に他人名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。

◆株主メモ

●証券会社でお取引をされている株主様

●特別口座に記録されている株主様

※未払配当金の支払い、支払明細等の発行に関するお手続きはみずほ信託銀行にお問い合わせください。
　なお、未払配当金のお支払いは、みずほ銀行本店及び全国各支店でもお取扱いいたします。

◆株式事務に関するご案内


